
生きている武庫川③ 凄まじい河川争奪

兵庫県の主要河川には 他県と違った大きな特徴があります。兵庫県は北は日本海、南は大阪湾・瀬戸内

海に面し、河川もそれぞれ南北に注ぎます。各河川の源流部においては比較的標高が低く、流れは概ね緩や

かです。このような地勢においては、凄まじい河川争奪が繰り返されてきました。「流れが緩やかなこと」

と｢川床の上昇や山間部の浸食｣などにより、堆積物が川を堰き止め、流路が変わって別の川に流れ込んでし

まう現象です。２０万年前には小河川に過ぎなかった由良川は、加古川の上流部と中流部を奪取、流域面積

を２０倍以上拡大しました。その一方で加古川の流域は、ほぼ半減しました。加古川の２５分の１の規模だ

った由良川は、現在では加古川を上回る大きな河

川になっています。一方、武庫川は上流部を加古

川に奪われています。このような河川争奪による

大幅な変遷は、他県にはほとんど類を見ません。

生態系への影響

河川の変遷は、生態系にも影響がありました。

由良川上流部に棲息するミナミヌマエビは河川争

奪による地理的隔離によって、中流部のミナミヌ

マエビとは違う遺伝子構造を持つに至ることが最

近の研究でわかってきました。同じく相野川と武

庫川の河川争奪においても、メダカの遺伝子構造

に相違性をみるようです。(以前、中国産ウナギを

国産と称し偽装出荷、ＤＮＡ鑑定によって明らかと

なった事件がありました。生育環境によって遺伝子

構造が違って進化や分化します) 河川争奪は、生

き物の育成環境や遺伝子構造の変化をともなうも

のと言えます。

(左の図表は「武庫

川散歩」より転載）

河口に現われるカモメたち(河口)

ｼﾍﾞﾘｱ渡来のコブハクチョウ(宝塚市役所前）

カルガモの家族 (仁川合流点） 群れをなすカワウ(阪急線 鉄橋下) ダイザギ（両端）とコサギ（真ん中） （報徳学園前）
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自然保護と生態系

生態系の変化は遠い昔だけでなく近年にもみられます。１０年ほど前には見かけなかったカモメは、近年

は武庫川河口付近にその姿を現します。最初に現れたのはユリカモメですが、最近では、オオセグロカモメ

やセグロカモメも見受けられます。冬季の朝方においては、河口付近から国道２号線武庫大橋付近まで北上

し、夕刻までには海岸に帰るようです。気がかりなのは、ユリカモメにパンや菓子などあげて楽しむ人々の

光景です。他のカモメは警戒心が強く寄ってくることはありませんが、ユリカモメは人馴れしていて直接餌

をもらうだけでなく、ごみ箱や生ごみをあさって散らかしてしまいます。人間だけでなく鳥たちの生活にも

よくありません。観察や野鳥愛護のために餌場や餌台を設けて野鳥を寄せる活動も慎重を期します。餌の少

ない冬場に限定して少量に留めるべきと私は思います。

年々自然保護の意識が高まり様々な施策が行われていますが、他にも思いもよらない反作用もあります。

農薬の多量使用でドジョウなどの小魚が姿を消しつつあった時期には、それらを餌とするカワウは激減し全

滅寸前まで追い込まれました。しかし、もともと繁殖力が旺盛なこの鳥は、農薬の使用が制限され水路や小

川に小魚が復活したのと同時に、その数を飛躍的に増やしました。数百、数千羽のコロニー（集団野営）で

暮らす琵琶湖のカワウは勢力を伸ばし、近畿一円のみならず中国地方まで飛来しその地で定住しました。武

庫川においても飛来当初は下流に限定されていましたが、最近は中流まで進出しています。カワウの糞は強

酸性で、付近の樹木を枯らしてしまいます。おびただしい数で集団野営しますから、その被害は大きいです。

自然保護、環境浄化が、別の自然破壊を招いているのは皮肉なことです。野生のシカが繁殖しすぎて畑の収

穫物を荒らすニュースはよく耳にしますが、同じようなことが私たちの身近でも起きているのです。（ちな

みに長良川などの鵜飼いの鳥はウミウです）
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